
JP 6724028 B2 2020.7.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、
　アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、ここにおいて、前記ＤＬシステム帯域幅が前記ＵＬシステム帯域幅とは異なる
、
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとの間のマッピングを決定
することと、
 基地局（ＢＳ）から、ＤＬ狭帯域領域の前記セットにおける１つのＤＬ狭帯域領域また
はＵＬ狭帯域領域の前記セットにおける１つのＵＬ狭帯域領域中のリソースのセットの指
示を受信することと、ここにおいてリソースの前記セットは前記ＵＥにとって利用不可能
なものである、
　前記受信された指示に基づいて、リソースの前記セットを識別することと、
　リソースの前記識別されたセットを含む前記１つのＤＬ狭帯域領域またはリソースの前
記識別されたセットを含む前記１つのＵＬ狭帯域領域中のリソースの他のセットを使用し
て前記ＢＳと通信することと、ここにおいてリソースの前記他のセットはリソースの前記
識別されたセットを除外するものである、
を備える、方法。
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【請求項２】
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとが、前記ＤＬシステム帯
域幅および前記ＵＬシステム帯域幅の最小値に少なくとも部分的に基づいて区分される、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、ＵＬ狭帯
域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおいて、前記
第１の数が前記第２の数とは異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、ＵＬ狭帯
域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおいて、前記
第１の数が前記第２の数と同じである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記マッピングが、
　複数のＤＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＵＬ狭帯域領域のマッピング、また
は
　複数のＵＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＤＬ狭帯域領域のマッピング
のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記マッピングが複数のＵＥに共通であり、
　前記方法が、ブロードキャストメッセージまたは前記ＵＥに専用のメッセージのうちの
１つ中で前記マッピングの指示を受信することをさらに備える、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、
　アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、ここにおいて、前記ＤＬシステム帯域幅が前記ＵＬシステム帯域幅とは異なる
、
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとの間のマッピングを決定
することと、
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットにおける１つのＤＬ狭帯域領域またはＵＬ狭帯域領域の前
記セットにおける１つのＵＬ狭帯域領域中のリソースのセットを識別することと、ここに
おいてリソースの前記セットはユーザ機器（ＵＥ）にとって利用不可能なものである、
　リソースの前記識別されたセットの指示を前記ＵＥに提供することと、
　リソースの前記識別されたセットを含む前記１つのＤＬ狭帯域領域またはリソースの前
記識別されたセットを含む前記１つのＵＬ狭帯域領域中のリソースの他のセットを使用し
て少なくとも前記ＵＥと通信することと、ここにおいてリソースの前記他のセットはリソ
ースの前記識別されたセットを除外するものである、
を備える、方法。
【請求項８】
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとが、前記ＤＬシステム帯
域幅および前記ＵＬシステム帯域幅の最小値に少なくとも部分的に基づいて区分される、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、ＵＬ狭帯
域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおいて、前記
第１の数が前記第２の数とは異なる、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
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　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、ＵＬ狭帯
域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおいて、前記
第１の数が前記第２の数と同じである、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記マッピングが、
　複数のＤＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＵＬ狭帯域領域のマッピング、また
は
　複数のＵＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＤＬ狭帯域領域のマッピング
のうちの少なくとも１つを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記マッピングが複数のＵＥに共通であり、
　前記方法が、ブロードキャストメッセージまたは各ＵＥに専用のメッセージのうちの１
つ中で前記マッピングの指示を与えることをさらに備える、
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記マッピングがＵＥ固有であり、
　前記方法が、前記ＵＥへのメッセージ中で前記マッピングの指示を与えることをさらに
備える、
請求項１または請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＤＬ狭帯域領域のための第１の周波数ホッピングパターンを決定することと、
　前記ＵＬ狭帯域領域のための第２の周波数ホッピングパターンを決定することと
をさらに備える、請求項１または請求項７に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１～請求項１４のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された
プロセッサを備える、ワイヤレス通信のための装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明確
に組み込まれる、２０１５年２月２５日に出願された米国仮出願第６２／１２０，８６１
号の優先権および利益を主張する、２０１６年２月２４日に出願された米国特許出願第１
５／０５２，４７１号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マ
シンタイプ通信（ＭＴＣ：machine type communication）デバイスおよび拡張ＭＴＣ（ｅ
ＭＴＣ：evolved MTC）デバイスなど、限られた通信リソースをもつデバイスを利用する
システムにおける狭帯域領域（narrowband region）を管理することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、データなど、様々なタイプの通信コンテン
ツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソ
ース（例えば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信を
サポートすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの
例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シス
テム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ（登録商標）：Long Term Evolution）アドバンストを含む第３世代パートナーシップ
プロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partnership Project）ＬＴＥシ
ステムおよび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
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【０００４】
　[0004]　概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための
通信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上
での送信を介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリン
ク）は基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は端
末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単入力単出力、多入力単出力ま
たは多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスのための通信
をサポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスデバイスはユーザ
機器（ＵＥ）を含み得る。いくつかのＵＥは、基地局、別のリモートデバイス、または何
らかの他のエンティティと通信し得る、リモートデバイスを含み得る、マシンタイプ通信
（ＭＴＣ）ＵＥと見なされ得る。ＭＴＣは、通信の少なくとも１つの端部上の少なくとも
１つのリモートデバイスに関与する通信を指すことがあり、必ずしも人間の対話を必要と
するとは限らない１つまたは複数のエンティティを伴うデータ通信の形態を含み得る。Ｍ
ＴＣ　ＵＥは、例えば、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）を介した、
ＭＴＣサーバおよび／または他のＭＴＣデバイスとのＭＴＣ通信が可能であるＵＥを含み
得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　本開示のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し
、それらのうちの単一の態様が単独で本開示の望ましい属性を担うとは限らない。次に、
以下の特許請求の範囲によって表される本開示の範囲を限定することなしに、いくつかの
特徴について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「詳細な説明」と題するセク
ションを読めば、本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるアクセスポイントと
局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解されよう。
【０００７】
　[0007]　本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方
法を提供する。本方法は、概して、ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分される
ＤＬ狭帯域領域のセットを決定することと、アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区
分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定することと、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯
域領域のセットとの間のマッピングを決定することと、マッピングされた狭帯域領域のう
ちの少なくとも１つを使用して少なくともユーザ機器（ＵＥ）と通信することとを含む。
【０００８】
　[0008]　本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装
置を提供する。本装置は、概して、ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分される
ＤＬ狭帯域領域のセットを決定することと、アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区
分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定することと、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯
域領域のセットとの間のマッピングを決定することと、マッピングされた狭帯域領域のう
ちの少なくとも１つを使用して少なくともユーザ機器（ＵＥ）と通信することとを行うよ
うに構成された少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合され
たメモリとを含む。
【０００９】
　[0009]　本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装
置を提供する。本装置は、概して、ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分される
ＤＬ狭帯域領域のセットを決定するための手段と、アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅
から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定するための手段と、ＤＬ狭帯域領域のセッ
トとＵＬ狭帯域領域のセットとの間のマッピングを決定するための手段と、マッピングさ
れた狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用して少なくともユーザ機器（ＵＥ）と通信
するための手段とを含む。
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【００１０】
　[0010]　本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコ
ンピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、ダウンリンク（Ｄ
Ｌ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定するためのコードと、
アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定する
ためのコードと、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯域領域のセットとの間のマッピング
を決定するためのコードと、マッピングされた狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用
して少なくともユーザ機器（ＵＥ）と通信するためのコードとを含む。
【００１１】
　[0011]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための方法を提供す
る。本方法は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるいは１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不可能なリソ
ースのセットを識別することと、リソースの識別されたセットの指示をＵＥに与えること
と、狭帯域領域を使用してＵＥと通信することとを含む。
【００１２】
　[0012]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるいは１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不可能なリソ
ースのセットを識別することと、リソースの識別されたセットの指示をＵＥに与えること
と、狭帯域領域を使用してＵＥと通信することとを行うように構成された少なくとも１つ
のプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを含む。
【００１３】
　[0013]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定するため
の手段と、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域
と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるい
は１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不可能
なリソースのセットを識別するための手段と、リソースの識別されたセットの指示をＵＥ
に与えるための手段と、狭帯域領域を使用してＵＥと通信するための手段とを含む。
【００１４】
　[0014]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のためのコンピュータ
可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、システム帯域幅から区分され
る複数の狭帯域領域を決定するためのコードと、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するた
めの１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１
つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なく
とも１つ中でＵＥにとって利用不可能なリソースのセットを識別するためのコードと、リ
ソースの識別されたセットの指示をＵＥに与えるためのコードと、狭帯域領域を使用して
ＵＥと通信するためのコードとを含む。
【００１５】
　[0015]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための方法を提供す
る。本方法は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少な
くとも１つ内で、ＵＥによるサウンディング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference sig
nal）の送信のためのリソースを決定することと、狭帯域領域を使用してＵＥと通信する
ことと、ここにおいて、通信することが、決定されたリソース上でＳＲＳを受信すること
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を備える、を含む。
【００１６】
　[0016]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少な
くとも１つ内で、ＵＥによるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）の送信のためのリソース
を決定することと、狭帯域領域を使用してＵＥと通信することと、ここにおいて、通信す
ることが、決定されたリソース上でＳＲＳを受信することを備える、を行うように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を含む。
【００１７】
　[0017]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定するため
の手段と、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域
と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうち
の少なくとも１つ内で、ＵＥによるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）の送信のためのリ
ソースを決定するための手段と、狭帯域領域を使用してＵＥと通信するための手段と、こ
こにおいて、通信することが、決定されたリソース上でＳＲＳを受信することを備える、
を含む。
【００１８】
　[0018]　本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のためのコンピュータ
可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、システム帯域幅から区分され
る複数の狭帯域領域を決定するためのコードと、複数の狭帯域領域が、ＵＥと通信するた
めの１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１
つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ内で、ＵＥによるサウンディング
基準信号（ＳＲＳ）の送信のためのリソースを決定するためのコードと、狭帯域領域を使
用してＵＥと通信するためのコードと、ここにおいて、通信することが、決定されたリソ
ース上でＳＲＳを受信することを備える、を含む。
【００１９】
　[0019]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための方法を提供す
る。本方法は、概して、ＤＬシステム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決
定することと、ＵＬシステム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定するこ
とと、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯域領域のセットとの間のマッピングを決定する
ことと、マッピングされた狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用してＢＳと通信する
こととを含む。
【００２０】
　[0020]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、ＤＬシステム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決
定することと、ＵＬシステム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定するこ
とと、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯域領域のセットとの間のマッピングを決定する
ことと、マッピングされた狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用してＢＳと通信する
こととを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセ
ッサに結合されたメモリとを含む。
【００２１】
　[0021]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、ＤＬシステム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決
定するための手段と、ＵＬシステム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定
するための手段と、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯域領域のセットとの間のマッピン
グを決定するための手段と、マッピングされた狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用
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してＢＳと通信するための手段とを含む。
【００２２】
　[0022]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のためのコンピュータ
可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、ＤＬシステム帯域幅から区分
されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定するためのコードと、ＵＬシステム帯域幅から区分
されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定するためのコードと、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵ
Ｌ狭帯域領域のセットとの間のマッピングを決定するためのコードと、マッピングされた
狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用してＢＳと通信するためのコードとを含む。
【００２３】
　[0023]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための方法を提供す
る。本方法は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、ＢＳから、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あ
るいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不
可能なリソースのセットの指示を受信することと、受信された指示に基づいてリソースの
セットを識別することと、狭帯域領域を使用してＢＳと通信することとを含む。
【００２４】
　[0024]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、ＢＳから、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あ
るいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不
可能なリソースのセットの指示を受信することと、受信された指示に基づいてリソースの
セットを識別することと、狭帯域領域を使用してＢＳと通信することとを行うように構成
された少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリ
とを含む。
【００２５】
　[0025]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定するため
の手段と、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域
と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、ＢＳから、１つまたは複数のＤＬ狭帯域
領域あるいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ中でＵＥにとって
利用不可能なリソースのセットの指示を受信するための手段と、受信された指示に基づい
てリソースのセットを識別するための手段と、狭帯域領域を使用してＢＳと通信するため
の手段とを含む。
【００２６】
　[0026]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のためのコンピュータ
可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、システム帯域幅から区分され
る複数の狭帯域領域を決定するためのコードと、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するた
めの１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、Ｂ
Ｓから、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のう
ちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不可能なリソースのセットの指示を受信するた
めのコードと、受信された指示に基づいてリソースのセットを識別するためのコードと、
狭帯域領域を使用してＢＳと通信するためのコードとを含む。
【００２７】
　[0027]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための方法を提供す
る。本方法は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少な
くとも１つ内で、ＳＲＳの送信のためのリソースを決定することと、狭帯域領域を使用し
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てＢＳと通信することと、ここにおいて、通信することが、決定されたリソース上でＳＲ
Ｓを送信することを備える、を含む。
【００２８】
　[0028]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定すること
と、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つ
または複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少な
くとも１つ内で、ＳＲＳの送信のためのリソースを決定することと、狭帯域領域を使用し
てＢＳと通信することと、ここにおいて、通信することが、決定されたリソース上でＳＲ
Ｓを送信することを備える、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、少
なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを含む。
【００２９】
　[0029]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定するため
の手段と、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するための１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域
と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうち
の少なくとも１つ内で、ＳＲＳの送信のためのリソースを決定するための手段と、狭帯域
領域を使用してＢＳと通信するための手段と、ここにおいて、通信することが、決定され
たリソース上でＳＲＳを送信することを備える、を含む。
【００３０】
　[0030]　本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のためのコンピュータ
可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、システム帯域幅から区分され
る複数の狭帯域領域を決定するためのコードと、複数の狭帯域領域が、ＢＳと通信するた
めの１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域と１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域とを備える、１
つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ内で、ＳＲＳの送信のためのリソ
ースを決定するためのコードと、狭帯域領域を使用してＢＳと通信するためのコードと、
ここにおいて、通信することが、決定されたリソース上でＳＲＳを送信することを備える
、を含む。
【００３１】
　[0031]　方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、コンピュータ可読媒体
、および処理システムを含む多数の他の態様が提供される。
【００３２】
　[0032]　本開示の上記で具陳された特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にそ
の一部を示す態様を参照することによって、上記で手短に要約されたより具体的な説明が
得られ得る。但し、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本
開示のいくつかの典型的な態様のみを示し、従って、本開示の範囲を限定するものと見な
されるべきではないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレス通信ネットワークを概念的
に示すブロック図。
【図２】本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおいてユーザ機
器（ＵＥ）と通信している発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の一例を概念的に示すブロック図。
【図３】本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおいて使用する
ための特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のための例示的なフレーム構造を概念的に示す
ブロック図。
【図４】本開示のいくつかの態様による、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつダ
ウンリンクのための例示的なサブフレームフォーマットを示す図。
【図５Ａ】本開示のいくつかの態様による、ＬＴＥなど、広帯域システム内の他のワイヤ
レス通信とのマシンタイプ通信（ＭＴＣ）共存の一例を示す図。
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【図５Ｂ】本開示のいくつかの態様による、ＬＴＥなど、広帯域システム内の他のワイヤ
レス通信とのマシンタイプ通信（ＭＴＣ）共存の一例を示す図。
【図６】本開示のいくつかの態様による、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の例示的な
マッピングを示す図。
【図７】本開示のいくつかの態様による、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の例示的な
マッピングを示す図。
【図８】本開示のいくつかの態様による、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の例示的な
マッピングを示す図。
【図９】本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって行われ得るワイヤレス通信のため
の例示的な動作を示す図。
【図１０】本開示のいくつかの態様による、ＵＥによって行われ得るワイヤレス通信のた
めの例示的な動作を示す図。
【図１１】本開示のいくつかの態様による、ＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域とのための
例示的な周波数ホッピングパターンを示す図。
【図１２】本開示のいくつかの態様による、送信リソースを予約する例示的な技法を示す
図。
【図１３】本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって行われ得るワイヤレス通信のた
めの例示的な動作を示す図。
【図１４】本開示のいくつかの態様による、ＵＥによって行われ得るワイヤレス通信のた
めの例示的な動作を示す図。
【図１５】本開示のいくつかの態様による、送信リソースの割当てのための例示的な技法
を示す図。
【図１６】本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって行われ得るワイヤレス通信のた
めの例示的な動作を示す図。
【図１７】本開示のいくつかの態様による、ＵＥによって行われ得るワイヤレス通信のた
めの例示的な動作を示す図。
【詳細な説明】
【００３４】
　[0050]　本開示の態様は、低コスト（ＬＣ）ＭＴＣデバイス、ＬＣ　ｅＭＴＣデバイス
、またはＩｏＴデバイスなど、限られた通信リソースをもつデバイスのための狭帯域管理
のための技法および装置を提供する。これらのデバイスは、特定の無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）（例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ））において他のレガシーデバ
イスと共存し得、特定のＲＡＴ（例えば、ＬＴＥ）によってサポートされる利用可能なシ
ステム帯域幅から区分される１つまたは複数の狭帯域領域上で動作し得る。アップリンク
（ＵＬ）システム帯域幅およびダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅は、狭帯域領域に区
分され得る。ＵＬシステム帯域幅の部分および／またはＤＬシステム帯域幅の部分は他の
使用のために予約され得、狭帯域領域のいずれにも含まれないことがある。さらに、ＵＬ
およびＤＬシステム帯域幅の送信リソースは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）の送信
のために割り振られ得る。
【００３５】
　[0051]　従って、以下でより詳細に説明されるように、本明細書で提示される技法は、
セルおよびＭＴＣデバイスが、ＵＬシステム帯域幅を狭帯域領域に編成するために使用さ
れる様式とは異なる様式で、ＤＬシステム帯域幅を狭帯域領域に編成することを可能にし
得る。同じく以下でより詳細に説明されるように、レガシーＰＵＣＣＨ送信による使用の
ためのＵＬ狭帯域領域中に含まれる送信リソースを予約するための技法が提供される。お
よび、以下でより詳細に説明されるように、各ＳＲＳのための送信リソースの全てが狭帯
域領域内にあるように、ＳＲＳの送信に送信リソースを割り振るための技法が提供される
。
【００３６】
　[0052]　本明細書で説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、
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時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワー
ク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）ネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る。「
ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭ
Ａネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestria
l Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡは、広帯域
ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、お
よびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５お
よびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバ
ルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実施し得る。ＯＦＤＭＡネットワー
クは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１
６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商
標）などの無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication S
ystem）の一部である。周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方におけ
る３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを利用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭ
Ａを利用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッ
ププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０
００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd 
Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細
書で説明される技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、並びに他のワイ
ヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され得る。明快のために、本技法のいく
つかの態様が以下ではＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａについて説明され、以下の説明の大部分でＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ用語が使用される。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、一般にＬＴＥと呼ばれる
。
【００３７】
　[0053]　図１は、本開示の態様が実践され得る、基地局（ＢＳ）およびユーザ機器（Ｕ
Ｅ）をもつ例示的なワイヤレス通信ネットワーク１００を示す。
【００３８】
　[0054]　ワイヤレス通信ネットワーク１００は、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他
のワイヤレスネットワークであり得る。ワイヤレス通信ネットワーク１００は、いくつか
の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮ
Ｂは、ユーザ機器（ＵＥ）と通信するエンティティであり、基地局、ノードＢ、アクセス
ポイント（ＡＰ）などと呼ばれることもある。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアに通信カ
バレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用されるコン
テキストに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサ
ービスしているｅＮＢサブシステムを指すことがある。
【００３９】
　[0055]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（例えば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（例えば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば
、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ）による制限付きアクセスを可能にし得る。マ
クロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢ
はピコｅＮＢと呼ばれることがある。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまた
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はホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と呼ばれることがある。図１に示されている例では、ｅＮＢ
１１０ａがマクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０ｂがピコセ
ル１０２ｂのためのピコｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０ｃがフェムトセル１０２ｃのため
のフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは１つまたは複数の（例えば、３つの）セルをサポ
ートし得る。「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は、本明細書では互換
的に使用され得る。
【００４０】
　[0056]　ワイヤレス通信ネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上
流局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、そのデータの送信を下流
局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送ることができるエンティティである。中継局はまた
、他のＵＥに対する送信を中継することができるＵＥであり得る。図１に示されている例
では、中継（局）ｅＮＢ１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄとの間の通信を可能
にするために、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信し得る。中継局はまた、
リレーｅＮＢ、リレー基地局、リレーなどと呼ばれることもある。
【００４１】
　[0057]　ワイヤレス通信ネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、例えば、マク
ロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーｅＮＢなどを含む異種ネットワークであ
り得る。これらの異なるタイプのｅＮＢは、異なる送信電力レベル、異なるカバレージエ
リア、およびワイヤレス通信ネットワーク１００における干渉に対する異なる影響を有し
得る。例えば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（例えば、５～４０Ｗ）を有し得る
が、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーｅＮＢは、より低い送信電力レベル（例
えば、０．１～２Ｗ）を有し得る。
【００４２】
　[0058]　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅ
ＮＢの協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０はバックホールを介
してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、例えば、ワイヤレスバックホールまたはワイヤ
ラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００４３】
　[0059]　ＵＥ１２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレス通信ネ
ットワーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは固定または移動であり得る。ＵＥ
は、アクセス端末、端末、移動局（ＭＳ）、加入者ユニット、局（ＳＴＡ）などと呼ばれ
ることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、
ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレ
スフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォン、ナビ
ゲーションデバイス、エンターテインメントデバイス（例えば、ゲームデバイス、音楽プ
レーヤ）、カメラ、ネットブック、スマートブック、ウルトラブック、ウェアラブルデバ
イス（例えば、スマート眼鏡／ゴーグル、スマートウォッチ、スマートリストバンド、ス
マートブレスレット、スマート衣類、ヘッドアップディスプレイ）、ドローン、ロボット
／ロボティックデバイス、医療デバイス、車両デバイスなどであり得る。ＭＴＣ　ＵＥは
、センサー、メーター、モニタ、ロケーションタグ、ドローン、トラッカー、ロボット／
ロボティックデバイスなどを含み得る。ＭＴＣ　ＵＥ、並びに他のＵＥは、モノのインタ
ーネット（ＩｏＴ：internet of things）デバイス（例えば、狭帯域ＩｏＴ（ＮＢ－Ｉｏ
Ｔ：narrowband IoT））または全てのモノのインターネット（ＩｏＥ）デバイスとして実
施され得る。ＭＴＣデバイスまたはＩｏＴデバイスなどのいくつかのデバイスのカバレー
ジを拡張するために、「バンドリング」が利用され得、「バンドリング」では、いくつか
の送信が送信のバンドルとして送られ、例えば、複数のサブフレーム上で同じ情報が送信
される。
【００４４】
　[0060]　ワイヤレス通信ネットワーク１００（例えば、ＬＴＥネットワーク）中の１つ
または複数のＵＥ１２０はまた、例えば、ＬＣ　ＭＴＣ　ＵＥ、ＬＣ　ｅＭＴＣ　ＵＥな
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ど、低コスト（ＬＣ）、低データレートデバイスであり得る。ＬＣ　ＵＥは、ＬＴＥネッ
トワーク中のレガシーおよび／または高度ＵＥと共存し得、ワイヤレスネットワーク中の
他のＵＥ（例えば、非ＬＣ　ＵＥ）と比較して制限された１つまたは複数の能力を有し得
る。例えば、ＬＴＥネットワーク中のレガシーおよび／または高度ＵＥと比較して、ＬＣ
　ＵＥは、（レガシーＵＥに対する）最大帯域幅の低減、単一の受信無線周波数（ＲＦ）
チェーン、ピークレートの低減、送信電力の低減、ランク１送信、半二重動作などのうち
の１つまたは複数を用いて動作し得る。本明細書で使用される、ＭＴＣデバイス、ｅＭＴ
Ｃデバイス、ＩｏＴ（例えば、ＮＢ－ＩｏＴ）デバイスなど、限られた通信リソースをも
つデバイスは、概してＬＣ　ＵＥと呼ばれる。同様に、（例えば、ＬＴＥにおける）レガ
シーおよび／または高度ＵＥなどのレガシーデバイスは、概して非ＬＣ　ＵＥと呼ばれる
。
【００４５】
　[0061]　図２は、それぞれ、図１中のＢＳ／ｅＮＢ１１０のうちの１つであり得るＢＳ
／ｅＮＢ１１０および図１中のＵＥ１２０のうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブ
ロック図である。ＢＳ１１０はＴ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを装備し得、ＵＥ１２
０はＲ個のアンテナ２５２ａ～２５２ｒを装備し得、但し、概してＴ≧１およびＲ≧１で
ある。
【００４６】
　[0062]　ＢＳ１１０において、送信プロセッサ２２０が、１つまたは複数のＵＥについ
てデータソース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたチャネル品質インジケー
タ（ＣＱＩ）に基づいて各ＵＥのための１つまたは複数の変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）を選択し、そのＵＥのために選択された（１つまたは複数の）ＭＣＳに基づいて
各ＵＥのためのデータを処理（例えば、符号化および変調）し、全てのＵＥについてデー
タシンボルを与え得る。送信プロセッサ２２０はまた、（例えば、半静的リソース区分情
報（ＳＲＰＩ：semi-static resource partitioning information）などのための）シス
テム情報および制御情報（例えば、ＣＱＩ要求、許可、上位レイヤシグナリングなど）を
処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御シンボルを与え得る。プロセッサ２２０はま
た、基準信号（例えば、共通基準信号および同期信号（例えば、１次同期信号（ＰＳＳ：
primary synchronization signal）および２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchroniz
ation signal））のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、オーバー
ヘッドシンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（例えば、プリコーディ
ング）を行い得、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）２３２ａ～２
３２ｔに与え得る。各ＭＯＤ２３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（例
えば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各ＭＯ
Ｄ２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理
（例えば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。
変調器２３２ａ～２３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ２
３４ａ～２３４ｔを介して送信され得る。
【００４７】
　[0063]　ＵＥ１２０において、アンテナ２５２ａ～２５２ｒが、ＢＳ１１０および／ま
たは他のＢＳからダウンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ
）２５４ａ～２５４ｒに与え得る。各ＤＥＭＯＤ２５４は、入力サンプルを取得するため
に、それの受信信号を調整（例えば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデ
ジタル化）し得る。各ＤＥＭＯＤ２５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（例
えば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器２５６は、全
てのＲ個の復調器２５４ａ～２５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合、受信
シンボルに対してＭＩＭＯ検出を行い、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ
２５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調および復号）し、ＵＥ１２０のため
の復号されたデータをデータシンク２６０に与え、復号された制御信号およびシステム情
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報をコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。チャネルプロセッサは、基準信号受信
電力（ＲＳＲＰ）、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、基準信号受信品質（ＲＳＲ
Ｑ）、ＣＱＩなどを決定し得る。
【００４８】
　[0064]　アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ２６４が、データ
ソース２６２からのデータと、コントローラ／プロセッサ２８０からの（例えば、ＲＳＲ
Ｐ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを備えるレポートのための）制御情報とを受信し、
処理し得る。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭ
Ｏプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭ
などのために）ＭＯＤ２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理され、ＢＳ１１０に送信さ
れ得る。ＢＳ１１０において、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信号は、ア
ンテナ２３４によって受信され、ＤＥＭＯＤ２３２によって処理され、適用可能な場合は
ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、ＵＥ１２０によって送られた、復号されたデー
タおよび制御情報を取得するために、受信プロセッサ２３８によってさらに処理され得る
。プロセッサ２３８は、復号されたデータをデータシンク２３９に与え、復号された制御
情報をコントローラ／プロセッサ２４０に与え得る。ＢＳ１１０は、通信ユニット２４４
を含み、通信ユニット２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信し得る。ネ
ットワークコントローラ１３０は、通信ユニット２９４と、コントローラ／プロセッサ２
９０と、メモリ２９２とを含み得る。
【００４９】
　[0065]　コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれＢＳ１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。例えば、ＢＳ１１０におけるコントローラ／プロ
セッサ２４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図９、図１３、図１６
に示されている動作および／または本明細書で説明される技法のための他のプロセスを行
うまたは指示し得る。同様に、ＵＥ１２０におけるコントローラ／プロセッサ２８０およ
び／または他のプロセッサおよびモジュールは、図１０、図１４、図１７に示されている
動作および／または本明細書で説明される技法のためのプロセスを行うまたは指示し得る
。メモリ２４２および２８２は、それぞれＢＳ１１０およびＵＥ１２０のためのデータお
よびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ２４６は、ダウンリンクおよび／また
はアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００５０】
　[0066]　図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。
ダウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレームの
単位に区分され得る。各無線フレームは、所定の持続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ）
）を有し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブ
フレームは２つのスロットを含み得る。従って、各無線フレームは、０～１９のインデッ
クスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、例えば、
（図３に示されているように）ノーマルサイクリックプレフィックスの場合は７つのシン
ボル期間、または拡張サイクリックプレフィックスの場合は６つのシンボル期間を含み得
る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間は０～２Ｌ－１のインデックスを割り当て
られ得る。
【００５１】
　[0067]　ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルについてシステ
ム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおいてダウンリンク上で１次同期信号（ＰＳＳ）と２次
同期信号（ＳＳＳ）とを送信し得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、図３に示されているように
、それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム
０および５中のシンボル期間６および５中に送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セル
探索および捕捉のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポート
されるセルごとにシステム帯域幅にわたってセル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific 
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reference signal）を送信し得る。ＣＲＳは、各サブフレームのいくつかのシンボル期間
中に送信され得、チャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を行うため
にＵＥによって使用され得る。ｅＮＢはまた、いくつかの無線フレームのスロット１中の
シンボル期間０～３中に物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast
 channel）を送信し得る。ＰＢＣＨは何らかのシステム情報を搬送し得る。ｅＮＢは、い
くつかのサブフレームにおいて物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical d
ownlink shared channel）上でシステム情報ブロック（ＳＩＢ：system information blo
ck）などの他のシステム情報を送信し得る。ｅＮＢは、サブフレームの第１のＢ個のシン
ボル期間中に、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink contro
l channel）上で制御情報／データを送信し得、ここで、Ｂは各サブフレームについて構
成可能であり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中に、ＰＤＳＣＨ上
でトラフィックデータおよび／または他のデータを送信し得る。
【００５２】
　[0068]　ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、公開されている
「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Mod
ulation」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００５３】
　[0069]　図４は、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ、ダウンリンクのための
２つの例示的なサブフレームフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクのた
めの利用可能な時間周波数リソースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロ
ックは、１つのスロット中で１２個のサブキャリアをカバーし得、いくつかのリソース要
素を含み得る。各リソース要素は、１つのシンボル期間中に１つのサブキャリアをカバー
し得、実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。
【００５４】
　[0070]　サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナを装備したｅＮＢのため
に使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１中にアンテナ０および
１から送信され得る。基準信号は、送信機および受信機によってアプリオリに知られてい
る信号であり、パイロットと呼ばれることもある。ＣＲＳは、例えば、セル識別情報（Ｉ
Ｄ）に基づいて生成された、セルに固有である基準信号である。図４では、ラベルＲａを
もつ所与のリソース要素について、アンテナａからはそのリソース要素上で変調シンボル
が送信され得、他のアンテナからはそのリソース要素上で変調シンボルが送信されないこ
とがある。サブフレームフォーマット４２０は、４つのアンテナを装備したｅＮＢのため
に使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７および１１中にアンテナ０および１
から、並びに、シンボル期間１および８中にアンテナ２および３から送信され得る。サブ
フレームフォーマット４１０と４２０の両方について、ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて決
定され得る、均等に離間したサブキャリア上で送信され得る。異なるｅＮＢが、それらの
セルＩＤに応じて、同じまたは異なるサブキャリア上でそれらのＣＲＳを送信し得る。サ
ブフレームフォーマット４１０と４２０の両方について、ＣＲＳのために使用されないリ
ソース要素が、データ（例えば、トラフィックデータ、制御データ、および／または他の
データ）を送信するために使用され得る。
【００５５】
　[0071]　ＬＴＥにおけるＦＤＤのためのダウンリンクおよびアップリンクの各々につい
て、インターレース構造が使用され得る。例えば、０～Ｑ－１のインデックスをもつＱ個
のインターレースが定義され得、ここで、Ｑは、４、６、８、１０、または何らかの他の
値に等しくなり得る。各インターレースは、Ｑ個のフレームだけ離間されるサブフレーム
を含み得る。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑなどを含み
得、ここで、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝である。
【００５６】
　[0072]　ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送
信のためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートし得る。ＨＡＲＱの場合、
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送信機（例えば、ｅＮＢ１１０）は、パケットが受信機（例えば、ＵＥ１２０）によって
正確に復号されるか、または何らかの他の終了条件が遭遇されるまで、パケットの１つま
たは複数の送信を送り得る。同期ＨＡＲＱの場合、パケットの全ての送信は、単一のイン
ターレースのサブフレーム中で送られ得る。非同期ＨＡＲＱの場合、パケットの各送信は
、任意のサブフレーム中で送られ得る。
【００５７】
　[0073]　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内に位置し得る。これらのｅＮＢのうちの
１つが、そのＵＥをサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信信号強
度、受信信号品質、経路損失など、様々な基準に基づいて選択され得る。受信信号品質は
、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ：signaltointerferenceplusnoise ratio）、また
は基準信号受信品質（ＲＳＲＱ：reference signal received quality）、または何らか
の他のメトリックによって定量化され得る。ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢ
からの高い干渉を観測し得る支配的干渉シナリオにおいて動作し得る。
【００５８】
　[0074]　上述のように、ワイヤレス通信ネットワーク（例えば、ワイヤレス通信ネット
ワーク１００）中の１つまたは複数のＵＥは、ワイヤレス通信ネットワーク中の他の（非
ＬＣ）デバイスと比較して、ＬＣ　ＵＥなど、限られた通信リソースを有するデバイスで
あり得る。
【００５９】
　[0075]　いくつかのシステムでは、例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３では、ＬＣ　ＵＥは
、利用可能なシステム帯域幅内の（例えば、６つ以下のリソースブロック（ＲＢ）の）特
定の狭帯域割当てに限定され得る。しかしながら、ＬＣ　ＵＥは、例えば、ＬＴＥシステ
ム内で共存するために、ＬＴＥシステムの利用可能なシステム帯域幅内の異なる狭帯域領
域に再同調する（例えば、動作するおよび／またはキャンピングする）ことが可能であり
得る。
【００６０】
　[0076]　ＬＴＥシステム内での共存の別の例として、ＬＣ　ＵＥは、レガシー物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）（例えば、概して、セルへの初期アクセスのために使
用され得るパラメータを搬送するＬＴＥ物理チャネル）を（繰り返しで）受信し、１つま
たは複数のレガシー物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）フォーマットをサポー
トすることが可能であり得る。例えば、ＬＣ　ＵＥは、複数のサブフレームにわたるＰＢ
ＣＨの１回または複数回の追加の繰り返しでレガシーＰＢＣＨを受信することが可能であ
り得る。別の例として、ＬＣ　ＵＥは、ＬＴＥシステムにおけるｅＮＢにＰＲＡＣＨの１
回または複数回の繰り返しを送信する（例えば、１つまたは複数のＰＲＡＣＨフォーマッ
トがサポートされる）ことが可能であり得る。ＰＲＡＣＨは、ＬＣ　ＵＥを識別するため
に使用され得る。また、繰り返されるＰＲＡＣＨ試みの数は、ｅＮＢによって構成され得
る。
【００６１】
　[0077]　ＬＣ　ＵＥはまた、リンクバジェット制限デバイスであり得、それのリンクバ
ジェット制限に基づいて（例えば、ＬＣ　ＵＥにまたはそこから送信される繰り返される
メッセージの異なる量を伴う）異なる動作モードで動作し得る。例えば、いくつかの場合
には、ＬＣ　ＵＥは、繰り返しがほとんどない（例えば、ＵＥがメッセージを正常に受信
および／または送信するために必要とされる繰り返し量が小さくなり得るか、または、繰
り返しさえ必要とされないことがある）通常カバレージモードで動作し得る。代替的に、
いくつかの場合には、ＬＣ　ＵＥは、大きい量の繰り返しがあり得るカバレージ拡張（Ｃ
Ｅ）モードで動作し得る。例えば、３２８ビットペイロードの場合、ＣＥモードにあるＬ
Ｃ　ＵＥは、ペイロードを正常に受信するために、ペイロードの１５０回以上の繰り返し
を必要とし得る。
【００６２】
　[0078]　いくつかの場合には、例えば、同じくＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３の場合、ＬＣ　Ｕ
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Ｅは、ブロードキャスト送信およびユニキャスト送信のそれの受信に関する制限された能
力を有することがある。例えば、ＬＣ　ＵＥによって受信されたブロードキャスト送信の
ための最大トランスポートブロック（ＴＢ）サイズは、１０００ビットに制限され得る。
さらに、いくつかの場合には、ＬＣ　ＵＥは、サブフレーム中で２つ以上のユニキャスト
ＴＢを受信することが可能でないことがある。いくつかの場合には（例えば、上述された
ＣＥモードと通常モードの両方の場合）、ＬＣ　ＵＥは、サブフレーム中で２つ以上のブ
ロードキャストＴＢを受信することが可能でないことがある。さらに、いくつかの場合に
は、ＬＣ　ＵＥは、サブフレーム中でユニキャストＴＢとブロードキャストＴＢの両方を
受信することが可能でないことがある。
【００６３】
　[0079]　ＭＴＣの場合、ＬＴＥシステムにおいて共存するＬＣ　ＵＥはまた、ページン
グ、ランダムアクセスプロシージャなどのいくつかのプロシージャのための新しいメッセ
ージを（例えば、これらのプロシージャのためにＬＴＥにおいて使用される従来のメッセ
ージとは対照的に）サポートし得る。言い換えれば、ページング、ランダムアクセスプロ
シージャなどのためのこれらの新しいメッセージは、非ＬＣ　ＵＥに関連する同様のプロ
シージャのために使用されるメッセージとは別個であり得る。例えば、ＬＴＥにおいて使
用される従来のページングメッセージと比較して、ＬＣ　ＵＥは、非ＬＣ　ＵＥが監視お
よび／または受信することが可能でないことがあるページングメッセージを監視および／
または受信することが可能であり得る。同様に、従来のランダムアクセスプロシージャに
おいて使用される従来のランダムアクセス応答（ＲＡＲ）メッセージと比較して、ＬＣ　
ＵＥは、同じく、非ＬＣ　ＵＥによって受信されることが可能でないことがあるＲＡＲメ
ッセージを受信することが可能であり得る。ＬＣ　ＵＥに関連する新しいページングおよ
びＲＡＲメッセージはまた、１回または複数回繰り返され（例えば、「バンドル」され）
得る。さらに、新しいメッセージについて異なる繰り返し数（例えば、異なるバンドリン
グサイズ）がサポートされ得る。
【００６４】
　広帯域システム内の他のワイヤレス通信との例示的なＭＴＣ共存
　[0080]　上述のように、ＭＴＣおよび／またはｅＭＴＣ動作は、ワイヤレス通信ネット
ワークにおいて（例えば、ＬＴＥまたは何らかの他のＲＡＴとの共存において）サポート
され得る。図５Ａおよび図５Ｂは、例えば、ＭＴＣ動作中のＬＣ　ＵＥが、ＬＴＥなどの
広帯域システム内でどのように共存し得るかの一例を示す。
【００６５】
　[0081]　図５Ａの例示的なフレーム構造に示されているように、ＭＴＣおよび／または
ｅＭＴＣ動作に関連するサブフレーム５０２、５０４、５０６は、ＬＴＥまたは何らかの
他のＲＡＴに関連する標準サブフレーム５１０、５１２、５１４と時分割多重化（ＴＤＭ
）され得る。セル内で、いくつかのＭＴＣサブフレームは定期的にスケジュールされ得、
ＭＴＣサブフレームのスケジュールは、例えば、セルをサポートするＢＳからのブロード
キャストによってセル内のＭＴＣ　ＵＥに知らされる。他のＭＴＣサブフレームは、ＢＳ
によって必要に応じて動的にスケジュールされ得、ＢＳは、例えば、定期的にスケジュー
ルされたＭＴＣサブフレーム中にブロードキャストまたはユニキャスト通信において、動
的にスケジュールされたＭＴＣサブフレームの指示を送信する。
【００６６】
　[0082]　追加または代替として、図５Ｂの例示的なフレーム構造に示されているように
、ＭＴＣにおいてＬＣ　ＵＥによって使用される１つまたは複数の狭帯域領域５２０、５
２２は、ＬＴＥによってサポートされるより広い帯域幅５３０内で周波数分割多重化され
得る。各狭帯域領域が合計６つ以下のＲＢである帯域幅にわたる複数の狭帯域領域は、Ｍ
ＴＣおよび／またはｅＭＴＣ動作についてサポートされ得る。いくつかの場合には、ＭＴ
Ｃ動作における各ＬＣ　ＵＥは、一度に（例えば、１．４ＭＨｚまたは６つのＲＢにおい
て）１つの狭帯域領域内で動作し得る。しかしながら、ＭＴＣ動作におけるＬＣ　ＵＥは
、所与の時間に、より広いシステム帯域幅における他の狭帯域領域に再同調し得る。いく



(17) JP 6724028 B2 2020.7.15

10

20

30

40

50

つかの例では、複数のＬＣ　ＵＥが同じ狭帯域領域によってサービスされ得る。他の例で
は、複数のＬＣ　ＵＥが、（例えば、各狭帯域領域が６つのＲＢにわたる）異なる狭帯域
領域によってサービスされ得る。また他の例では、ＬＣ　ＵＥの異なる組合せが、１つま
たは複数の同じ狭帯域領域および／あるいは１つまたは複数の異なる狭帯域領域によって
サービスされ得る。
【００６７】
　[0083]　ＬＣ　ＵＥは、様々な異なる動作のために狭帯域領域内で動作（例えば、監視
／受信／送信）し得る。例えば、図５Ｂに示されているように、サブフレーム５４０の（
例えば、システム帯域幅の６つ以下のＲＢにわたる）第１の狭帯域領域５２０は、ＰＳＳ
、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＭＴＣシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、またはワイヤレス通信ネ
ットワーク中のＢＳからのページング送信のいずれかについて、１つまたは複数のＬＣ　
ＵＥによって監視され得る。同じく図５Ｂに示されているように、サブフレーム５４２の
（例えば、同じくシステム帯域幅の６つ以下のＲＢにわたる）第２の狭帯域領域５２２は
、ＢＳから受信されたシグナリングにおいて前に構成されたＲＡＣＨまたはデータを送信
するために、ＬＣ　ＵＥによって使用され得る。いくつかの場合には、第２の狭帯域領域
は、第１の狭帯域領域を利用した同じＬＣ　ＵＥによって利用され得る（例えば、ＬＣ　
ＵＥは、第１の狭帯域領域中で監視した後に送信するために第２の狭帯域領域に再同調し
ていることがある）。（図示されていないが）いくつかの場合には、第２の狭帯域領域は
、第１の狭帯域領域を利用したＬＣ　ＵＥとは異なるＬＣ　ＵＥによって利用され得る。
【００６８】
　[0084]　本明細書で説明される例は６つのＲＢの狭帯域に関するが、本明細書で提示さ
れる技法が異なるサイズの狭帯域領域、例えば、１つのＲＢにも適用され得ることを、当
業者は認識されよう。
【００６９】
　ＭＴＣのための例示的な狭帯域管理
　[0085]　上述のように、例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３などのいくつかのシステムでは
、ＭＴＣ（例えば、ｅＭＴＣ）のための狭帯域動作がサポートされ得る。ＭＴＣのための
狭帯域動作をサポートするセルは、ダウンリンク（ＤＬ）動作とアップリンク（ＵＬ）動
作とについて異なるシステム帯域幅を有し得る。異なるＤＬシステム帯域幅と異なるＵＬ
システム帯域幅とを有するセルは、ＵＬシステム帯域幅を狭帯域領域に編成するために使
用される様式とは異なる様式で、ＤＬシステム帯域幅を狭帯域領域に編成し得る。従って
、本開示の態様は、ＤＬシステム帯域幅とＵＬシステム帯域幅とを狭帯域領域に編成する
ための技法を提供する。
【００７０】
　[0086]　ＭＴＣ　ＵＥとレガシーＵＥとのための狭帯域動作をサポートするセルは、レ
ガシーＵＥからレガシーＰＵＣＣＨ送信を受信し得る。レガシーＰＵＣＣＨ送信は、セル
のＵＬシステム帯域幅のいずれかまたは両方のエッジにおいて送信され得る。従って、本
開示の態様は、レガシーＰＵＣＣＨ送信による使用のためにＵＬ狭帯域領域中に含まれる
送信リソースを予約するための技法を提供する。同様の予約はまた、他のレガシーＤＬ信
号またはチャネルによる使用のためにＤＬ狭帯域領域に適用され得る。
【００７１】
　[0087]　また、ＭＴＣのための狭帯域動作をサポートするセルは、サウンディング基準
信号（ＳＲＳ）の送信をサポートし得る。ＳＲＳの送信のための現在の最小の定義された
帯域幅は、４つのＲＢである。しかしながら、上述のように、狭帯域領域の帯域幅は６つ
のＲＢであり得る。６つのＲＢが４つのＲＢで完全に割り切れないという事実は、６ＲＢ
ベース狭帯域動作において４つのＲＢを使用してＳＲＳ送信を管理する際の課題を提示す
る。従って、本開示の態様は、（例えば、ＭＴＣのための）狭帯域動作をサポートするセ
ル中でＳＲＳの送信のために送信リソースを割り当てるための技法を提供する。
【００７２】
　[0088]　ＦＤＤを用いて動作するセルは、セルのＵＬシステム帯域幅とは異なるサイズ
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であるＤＬシステム帯域幅を有し得る。例えば、セルは、１０ＭＨｚのシステム帯域幅に
おいてＤＬ動作を行い、５ＭＨｚシステム帯域幅においてＵＬ動作を行い得る。ＭＴＣ動
作およびＭＴＣ　ＵＥをサポートするために、セルは、ＤＬシステム帯域幅とＵＬシステ
ム帯域幅とを狭帯域領域、または狭帯域領域に編成し得る。セルを制御するｅＮＢまたは
他のＢＳは、ＭＴＣ　ＵＥがｅＮＢからの信号を監視するためのＤＬ狭帯域領域をＭＴＣ
　ＵＥに割り当て得る。同様に、ｅＮＢ（または他のＢＳ）は、ＵＬ信号を送信するとき
にＭＴＣが使用するためのＵＬ狭帯域領域をＭＴＣ　ＵＥに割り当て得る。本例では、セ
ルは、ＤＬシステム帯域幅を８つのＤＬ狭帯域領域に編成するが、ＵＬシステム帯域幅を
４つのＵＬ狭帯域領域に編成し得る。
【００７３】
　[0089]　ＢＳ（例えば、ｅＮＢまたはセル）が、狭帯域領域に編成されたセルのＤＬシ
ステム帯域幅とＵＬシステム帯域幅とをもつＭＴＣ　ＵＥをサポートするとき、ＢＳは、
ＭＴＣ　ＵＥにＤＬ狭帯域領域を割り当てることが、そのＭＴＣ　ＵＥへのＵＬ狭帯域領
域の割当てを暗示するように、ＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域との間のマッピングを確
立し得る。マッピングを有することはＢＳがセル中のリソースのスケジューリングを簡略
化することを可能にし、例えば、ＢＳは、対応するＵＬ狭帯域領域上のＭＴＣ　ＵＥへの
ＤＬ狭帯域領域上での送信のためのＡＣＫ／ＮＡＫを予想することができる。同様に、Ｍ
ＴＣ　ＵＥは、ＭＴＣ　ＵＥのための割り当てられたＤＬ狭帯域領域上でのＤＬ送信を監
視し、対応するＵＬ狭帯域領域上での送信で応答する。
【００７４】
　[0090]　本開示の態様によれば、ＢＳによるＵＬ狭帯域領域とＤＬ狭帯域領域とをマッ
ピングするための技法が提供される。ＢＳは、ＢＳによってサポートされるＵＬシステム
帯域幅とＤＬシステム帯域幅との最小サイズを決定し、決定されたサイズで編成され得る
狭帯域領域の数を決定し、次いで、その数の狭帯域領域中でＤＬシステム帯域幅とＵＬシ
ステム帯域幅の両方を編成し得る。ＢＳは、次いで、各ＤＬ狭帯域領域を１つのＵＬ狭帯
域領域にマッピングし得る。
【００７５】
　[0091]　図６は、上述されたように、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の例示的なマ
ッピング６００を示す。そのようなマッピングは、例えば、図１中のｅＮＢ１１０ａによ
って採用され得る。図６は、ＤＬシステム帯域幅６１０とＵＬシステム帯域幅６５０とを
明らかに同じ周波数範囲中にあるものとして示しているが、ＤＬシステム帯域幅とＵＬシ
ステム帯域幅とは、ＦＤＤを使用するセル中の異なる周波数範囲中にある。ＤＬシステム
帯域幅６１０は１０ＭＨｚまたは５０ＲＢ幅であり、ＵＬシステム帯域幅６５０は５ＭＨ
ｚまたは２５ＲＢ幅である。ＤＬシステム帯域幅６１０およびＵＬシステム帯域幅６５０
を動作させながらＭＴＣ　ＵＥをサポートするＢＳは、ＵＬシステム帯域幅６５０がＤＬ
システム帯域幅６１０よりも小さいと決定し得る（すなわち、ＵＬシステム帯域幅６５０
の５ＭＨｚサイズは、ＵＬシステム帯域幅６５０とＤＬシステム帯域幅６１０との最小サ
イズである）。ＢＳは、次いで、ＢＳがＵＬシステム帯域幅６５０から４つの狭帯域領域
６５２、６５４、６５６、および６５８を編成することができると決定し得る。ＢＳは、
次いで、ＤＬシステム帯域幅から４つの狭帯域領域を編成することを決定し、ＤＬシステ
ム帯域幅からＤＬ狭帯域領域６１２、６１４、６１６、および６１８を編成し得る。ＢＳ
は、次いで、ＤＬ狭帯域領域６１２をＵＬ狭帯域領域６５２にマッピングし、ＤＬ狭帯域
領域６１４をＵＬ狭帯域領域６５４にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域６１６をＵＬ狭帯域
領域６５６にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域６１８をＵＬ狭帯域領域６５８にマッピング
し得る。
【００７６】
　[0092]　本開示の態様によれば、ＢＳによるＵＬ狭帯域領域とＤＬ狭帯域領域とをマッ
ピングするための別の技法が提供される。ＢＳは、ＢＳのＤＬシステム帯域幅から編成さ
れ得るＤＬ狭帯域領域の数と、ＢＳのＵＬシステム帯域幅から編成され得るＵＬ狭帯域領
域の数とを決定し、決定された数のＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域とを編成し、次いで
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、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域のマッピングを決定し得る。ＢＳは、２つ以上のＤ
Ｌ狭帯域領域を各ＵＬ狭帯域領域にマッピングするか、または２つ以上のＵＬ狭帯域領域
を各ＤＬ狭帯域領域にマッピングし得る。ＢＳが２つ以上のＤＬ狭帯域領域を１つのＵＬ
狭帯域領域にマッピングする場合、ＢＳは、第１のＵＥからの返答（例えば、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＫ）が他のＵＥからの返答に干渉しなくなるような様式で、ＤＬ狭帯域領域を使用する
ＭＴＣ　ＵＥへの送信をスケジュールし得る。同様に、ＢＳが２つ以上のＵＬ狭帯域領域
を１つのＤＬ狭帯域領域にマッピングする場合、ＢＳは、２つのＭＴＣ　ＵＥが、衝突す
ることになるＢＳからの返答（例えば、ＤＬ狭帯域領域の同じリソースブロックの同じリ
ソース要素中のＡＣＫ／ＮＡＫ）を予想しないようなＵＬ狭帯域領域を使用するＭＴＣか
らの送信をスケジュールし得る。
【００７７】
　[0093]　図７は、上述されたように、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の例示的なマ
ッピング７００を示す。そのようなマッピングは、例えば、図１中のｅＮＢ１１０ａによ
って採用され得る。図７は、ＤＬシステム帯域幅７１０とＵＬシステム帯域幅７５０とを
明らかに同じ周波数範囲中にあるものとして示しているが、ＤＬシステム帯域幅とＵＬシ
ステム帯域幅とは、ＦＤＤを使用するセル中の異なる周波数範囲中にある。ＤＬシステム
帯域幅は１０ＭＨｚまたは５０ＲＢ幅であり、ＵＬシステム帯域幅は５ＭＨｚまたは２５
ＲＢ幅である。ＤＬシステム帯域幅とＵＬシステム帯域幅とを動作させながらＭＴＣ　Ｕ
ＥをサポートするＢＳは、ＢＳがＵＬシステム帯域幅から４つの狭帯域領域７５２、７５
４、７５６、および７５８を編成することができると決定し得る。ＢＳは、次いで、ＢＳ
がＤＬシステム帯域幅から８つの狭帯域領域７１２、７１４、７１６、７１８、７２０、
７２２、７２４、および７２６を編成することができると決定し得る。ＢＳは、次いで、
ＤＬシステム帯域幅から８つの狭帯域領域を編成し、ＵＬシステム帯域幅から４つのＵＬ
狭帯域領域を編成し得る。ＢＳは、次いで、ＤＬ狭帯域領域７１２および７１４をＵＬ狭
帯域領域７５２にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域７１６および７１８をＵＬ狭帯域領域７
５４にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域７２０および７２２をＵＬ狭帯域領域７５６にマッ
ピングし、ＤＬ狭帯域領域７２４および７２６をＵＬ狭帯域領域７５８にマッピングし得
る。ＢＳは、ＵＬ狭帯域領域７５２を使用するＭＴＣ　ＵＥからの返答が、ＵＬ狭帯域領
域７５２を使用する別のＭＴＣ　ＵＥからの返答に干渉しないような様式で、ＤＬ狭帯域
領域７１２またはＤＬ狭帯域領域７１４を使用するＭＴＣ　ＵＥへの送信をスケジュール
し得る。
【００７８】
　[0094]　本開示の態様によれば、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域のマッピングはＵ
Ｅ固有であり得る。すなわち、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域のマッピングは、セル
によってサービスされている特定のＵＥ（例えば、ＭＴＣ　ＵＥ）に適用され得、そのセ
ルによってサービスされている他のＵＥは、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の異なる
マッピングを使用し得る。ＢＳ（例えば、図１中のｅノードＢ１１０ａ）は、セル中でサ
ービスされているＵＥに使用されるべき様々なマッピングの指示をシグナリングし得る。
例えば、および図７を参照すると、ＢＳは、第１のＭＴＣ　ＵＥについてＤＬ狭帯域領域
７１２および７１４をＵＬ狭帯域領域７５２にマッピングするが、第２のＭＴＣ　ＵＥに
ついて狭帯域領域７１６および７１８をＵＬ狭帯域領域７５２にマッピングし得る。
【００７９】
　[0095]　本開示の態様によれば、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域のマッピングは複
数のＵＥに共通であり得る。例えば、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域のマッピングは
、セルによってサービスされている全てのＭＴＣ　ＵＥに適用され得るが、ネットワーク
中の他のセルは異なるマッピングを使用し得る。第２の例では、ＢＳは、ＭＴＣ　ＵＥの
第１のグループのために第１のマッピングを使用し得るが、ＢＳは、ＭＴＣ　ＵＥの第２
のグループのために第２のマッピングを使用する。第２の例では、ＢＳは、定期的に生じ
るＭＴＣサブフレームの異なるセット上でＭＴＣ　ＵＥをスケジュールし（例えば、永続
的にスケジュールし）得る。ＢＳ（例えば、図１中のｅノードＢ１１０ａ）は、ブロード
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キャスト送信中で、あるいは１つまたは複数の専用メッセージ中で（１つまたは複数の）
マッピングの指示を複数のＵＥの各々にシグナリングし得る。
【００８０】
　[0096]　図８は、上述されたように、ＵＬ狭帯域領域へのＤＬ狭帯域領域の例示的なマ
ッピング８００を示す。そのようなマッピングは、例えば、図１中のＵＥ１２０ａおよび
１２０ｃをもつｅＮＢ１１０ａによって採用され得る。図８は、ＤＬシステム帯域幅８１
０とＵＬシステム帯域幅８５０とを明らかに同じ周波数範囲中にあるものとして示してい
るが、ＤＬシステム帯域幅とＵＬシステム帯域幅とは、ＦＤＤを使用するセル中の異なる
周波数範囲中にある。ＤＬシステム帯域幅は１０ＭＨｚまたは５０ＲＢ幅であり、ＵＬシ
ステム帯域幅は５ＭＨｚまたは２５ＲＢ幅である。ＤＬシステム帯域幅とＵＬシステム帯
域幅とを動作させながらＭＴＣ　ＵＥ（例えば、ＵＥ１２０ａおよび１２０ｃ）をサポー
トするＢＳは、ＢＳがＵＬシステム帯域幅から４つの狭帯域領域８５２、８５４、８５６
、および８５８を編成することができると決定し得る。ＢＳは、次いで、ＢＳがＤＬシス
テム帯域幅から８つの狭帯域領域８１２、８１４、８１６、８１８、８２０、８２２、８
２４、および８２６を編成することができると決定し得る。ＢＳは、次いで、ＤＬシステ
ム帯域幅から８つの狭帯域領域を編成し、ＵＬシステム帯域幅から４つのＵＬ狭帯域領域
を編成し得る。ＢＳは、次いで、第１のＵＥ（例えば、ＵＥ１または図１からのＵＥ１２
０ａ）について、ＤＬ狭帯域領域８１２をＵＬ狭帯域領域８５２にマッピングし、ＤＬ狭
帯域領域８１４をＵＬ狭帯域領域８５４にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域８１６をＵＬ狭
帯域領域８５６にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域８１８をＵＬ狭帯域領域８５８にマッピ
ングし得る。ＢＳはまた、第２のＵＥ（例えば、ＵＥ２または図１からのＵＥ１２０ｃ）
について、ＤＬ狭帯域領域８２０をＵＬ狭帯域領域８５２にマッピングし、ＤＬ狭帯域領
域８２２をＵＬ狭帯域領域８５４にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域８２４をＵＬ狭帯域領
域８５６にマッピングし、ＤＬ狭帯域領域８２６をＵＬ狭帯域領域８５８にマッピングし
得る。
【００８１】
　[0097]　図９は、本開示の態様による、ＢＳ（例えば、図１中のｅノードＢ１１０ａ）
によって行われ得るワイヤレス通信のための例示的な動作９００を示す。動作９００は、
ＭＴＣ　ＵＥをサポートするためにＢＳによって行われ得、図６～図８に示されている例
示的なマッピングのうちの１つまたは別のマッピングを使用し得る。
【００８２】
　[0098]　動作９００はブロック９０２において開始し、ここにおいて、ＢＳは、ダウン
リンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定する。例え
ば、および図６を参照すると、ＢＳは、１０ＭＨｚまたは５０個のＲＢのＤＬシステム帯
域幅６１０から４つのＤＬ狭帯域領域６１２、６１４、６１６、６１８のセットを決定し
得る。ＢＳは、例えば、ネットワーク規格を参照することまたはアルゴリズムを行うこと
によって、ＤＬ狭帯域領域を決定し得る。
【００８３】
　[0099]　動作９００はブロック９０４において続き、ここにおいて、ＢＳは、アップリ
ンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定する。図６を
参照しながら例を続けると、ＢＳは、４つのＵＬ狭帯域領域６５２、６５４、６５６、６
５８のセットが５ＭＨｚまたは２５個のＲＢのＵＬシステム帯域幅６５０から区分される
と決定し得る。
【００８４】
　[00100]　ブロック９０６において、ＢＳは、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯域領
域のセットとの間のマッピングを決定する。図６を参照しながら例を続けると、ＢＳは、
第１のＤＬ狭帯域領域６１２が第１のＵＬ狭帯域領域６５２にマッピングし、第２のＤＬ
狭帯域領域６１４が第２のＵＬ狭帯域領域６５４にマッピングし、第３のＤＬ狭帯域領域
６１６が第３のＵＬ狭帯域領域６５６にマッピングし、第４のＤＬ狭帯域領域６１８が第
４のＵＬ狭帯域領域６５８にマッピングすると決定し得る。
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【００８５】
　[00101]　動作９００はブロック９０８において続き、ここにおいて、ＢＳは、マッピ
ング中に含まれるＤＬ狭帯域領域またはＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使用し
て少なくともユーザ機器（ＵＥ）と通信する。図６を参照しながら例を続けると、ＢＳは
、第１のＤＬ狭帯域領域６１２を使用してＵＥ（例えば、図１に示されているＵＥ１２０
ａ）に送信し得る。
【００８６】
　[00102]　図１０は、本開示の態様による、ＵＥ（例えば、図１中のＵＥ１２０ａ）に
よって行われ得るワイヤレス通信のための例示的な動作１０００を示す。動作１０００は
、例えば、ＭＴＣ　ＵＥによって行われ得、図６～図８に示されている例示的なマッピン
グのうちの１つ、または別のマッピングを使用し得る。
【００８７】
　[00103]　動作１０００はブロック１００２において開始し、ここにおいて、ＵＥは、
ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定する
。図６を参照しながら例を続けると、ＵＥは、４つのＤＬ狭帯域領域６１２、６１４、６
１６、６１８のセットが１０ＭＨｚまたは５０個のＲＢのＤＬシステム帯域幅６１０から
区分されると決定し得る。ＵＥは、例えば、ネットワーク規格を参照することまたはＢＳ
からのブロードキャストメッセージを復号することによって、ＤＬ狭帯域領域を決定し得
る。
【００８８】
　[00104]　動作１０００はブロック１００４において続き、ここにおいて、ＵＥは、ア
ップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定する。
図６を参照しながら例を続けると、ＵＥは、４つのＵＬ狭帯域領域６５２、６５４、６５
６、６５８のセットが５ＭＨｚまたは２５個のＲＢのＵＬシステム帯域幅６５０から区分
されると決定し得る。ＵＥは、例えば、ネットワーク規格を参照することまたはＢＳから
のブロードキャストメッセージを復号することによって、ＤＬ狭帯域領域を決定し得る。
【００８９】
　[00105]　ブロック１００６において、ＵＥは、ＤＬ狭帯域領域のセットとＵＬ狭帯域
領域のセットとの間のマッピングを決定する。説明されたように、マッピングは明示的に
シグナリングされるか、または暗黙的であり得る。図６を参照しながら例を続けると、Ｕ
Ｅは、第１のＤＬ狭帯域領域６１２が第１のＵＬ狭帯域領域６５２にマッピングし、第２
のＤＬ狭帯域領域６１４が第２のＵＬ狭帯域領域６５４にマッピングし、第３のＤＬ狭帯
域領域６１６が第３のＵＬ狭帯域領域６５６にマッピングし、第４のＤＬ狭帯域領域６１
８が第４のＵＬ狭帯域領域６５８にマッピングすると決定し得る。
【００９０】
　[00106]　動作１０００はブロック１００８において続き、ここにおいて、ＵＥは、マ
ッピング中に含まれるＤＬ狭帯域領域またはＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つを使
用して基地局（ＢＳ）と通信する。図６を参照しながら例を続けると、ＵＥは、第１のＤ
Ｌ狭帯域領域６１２中でＢＳからの送信を受信し得る。
【００９１】
　[00107]　本開示の態様によれば、ＵＬシステム帯域幅とＤＬシステム帯域幅とを狭帯
域領域に分割するセルが、狭帯域領域を用いた周波数ホッピングを使用し得る。セルは、
例えば、ネットワーク規格に基づいてＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域との割当てのため
の周波数ホッピングパターンを決定し得る。狭帯域領域を用いた周波数ホッピングを使用
するセル中で動作するＵＥは、例えば、１つまたは複数の周波数ホッピングパターンを示
す受信信号に基づいて、ＤＬ狭帯域領域の割当てとＵＬ狭帯域領域の割当てとの周波数ホ
ッピングパターンを決定し得る。
【００９２】
　[00108]　セルは、セルがＵＬ狭帯域領域のために使用するものとは異なる周波数ホッ
ピングパターンを、ＤＬ狭帯域領域のために使用し得る。すなわち、セルは、ＤＬシステ
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ム帯域幅を複数の狭帯域領域に分割し、ＵＥがセル中で動作しながらいくつかの狭帯域領
域に再同調し得るような、ＤＬシステム帯域幅にわたるＵＥホップへの狭帯域領域の割当
てを有し得る。同様に、セルは、ＵＬシステム帯域幅を複数の狭帯域領域に分割し、ＵＥ
がセル中で動作しながらいくつかの狭帯域領域に再同調し得るような、ＵＬシステム帯域
幅にわたるＵＥホップへの狭帯域領域の割当てを有し得る。ＤＬ狭帯域領域の周波数ホッ
ピングとＵＬ狭帯域領域の周波数ホッピングとはそれぞれ、あるパターンに従い得るが、
それらのパターンは異なり得る。
【００９３】
　[00109]　図１１は、本開示の態様による、ＤＬ狭帯域領域のための例示的な周波数ホ
ッピングパターン１１００とＵＬ狭帯域領域のための例示的な周波数ホッピングパターン
１１５０とを示す。そのような周波数ホッピングパターンは、例えば、図１中のＵＥ１２
０ａ（例えば、ＵＥ１）および１２０ｃ（例えば、ＵＥ２）をもつｅＮＢ１１０ａによっ
て採用され得る。例示的な周波数ホッピングパターン１１００では、ＢＳがＤＬシステム
帯域幅から８つの狭帯域領域を編成している。時間ｔにおいて、ＵＥ１およびＵＥ２は、
図示のように、２つの最高ＤＬ狭帯域領域を割り当てられる。その後、時間ｔ＋ｋにおい
て、ＵＥ１およびＵＥ２は、次の２つのより低いＤＬ狭帯域領域を割り当てられる。ＵＥ
１およびＵＥ２はそれぞれ、図示のように、時間ｔ＋２ｋおよびｔ＋３ｋにおいてより低
いＤＬ狭帯域領域を割り当てられる。一方、ＵＬ狭帯域領域のために、異なる例示的な周
波数ホッピングパターン１１５０が採用され得る。時間ｔにおいて、ＵＥ１およびＵＥ２
は、２つの最低ＵＬ狭帯域領域を割り当てられる。時間ｔ＋ｋにおいて、ＵＥ１およびＵ
Ｅ２は、２つの中間ＵＬ狭帯域領域を割り当てられる。時間ｔ＋２ｋにおいて、ＵＥ１お
よびＵＥ２は最低ＵＬ狭帯域領域および最高ＵＬ狭帯域領域を割り当てられ、時間ｔ＋３
ｋにおいて、ＵＥ１およびＵＥ２は２つの最高ＵＬ狭帯域領域を割り当てられる。ＤＬ狭
帯域領域およびＵＬ狭帯域領域のための他の周波数ホッピングパターンが可能であり、本
開示の範囲中に含まれる。
【００９４】
　[00110]　本開示の態様によれば、システム帯域幅が狭帯域領域に編成されたとき、送
信リソース（例えば、リソース要素またはリソースブロック）は他の使用のために予約さ
れ得る。例えば、ＵＬシステム帯域幅のエッジにある送信リソースは、レガシー（例えば
、Ｒｅｌ－９）ＵＥが物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）信号を送信するため
に予約され得、ＭＴＣ　ＵＥは、予約済みリソースを使用することを許可されないことが
ある。リソースは、システム帯域幅を狭帯域領域に編成するときに予約済みリソースを除
外することによって予約され得る。追加または代替として、システム帯域幅は、予約済み
リソースを含む狭帯域領域に編成され得、次いで、予約済みリソースを含む狭帯域領域を
利用するＵＥは、予約済みリソースが使用されるべきでないことを通知され得る。
【００９５】
　[00111]　図１２は、本開示の態様による、システム帯域幅を狭帯域領域に編成すると
きに送信リソースを予約する２つの例示的な技法１２００および１２５０を示す。技法１
２００では、ＵＬシステム帯域幅の（例えば、ＰＵＣＣＨ送信のために予約された）予約
済み部分１２０２、１２０４は狭帯域領域への編成から除外され、ＵＬシステム帯域幅の
非予約済み部分１２０６は狭帯域領域１２１０、１２１２、１２１４、１２１６、１２１
８、１２２０に編成される。図示のように、これにより、非予約済みシステム帯域幅の一
部が狭帯域領域から外され得る。技法１２５０では、ＵＬシステム帯域幅は、予約済み部
分１２７２、１２７４を除外することなしに狭帯域領域１２５２、１２５４、１２５６、
１２５８、１２６０、１２６２、１２６４、１２６６に分割される。技法１２５０を使用
するセルでは、セルは、狭帯域領域１２５２および／または狭帯域領域１２６６を使用す
るために割り当てられたＵＥ（例えば、ＭＴＣ　ＵＥ）に、（例えば、リソース要素、リ
ソースブロック、シンボルなどのグラニュラリティにおける）予約済み送信リソースがＵ
Ｅによって使用されるべきでないことを通知し得る。
【００９６】
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　[00112]　図１３は、本開示の態様による、ＢＳ（例えば、図１中のｅノードＢ１１０
ａ）によって行われ得るワイヤレス通信のための例示的な動作１３００を示す。動作１３
００は、ＭＴＣ　ＵＥをサポートするためにＢＳによって行われ得、図１２に示されてい
る、送信リソースを予約する例示的な技法のうちの１つを使用し得る。
【００９７】
　[00113]　動作１３００はブロック１３０２において開始し、ここにおいて、ＢＳは、
システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定し、複数の狭帯域領域は、ユーザ
機器（ＵＥ）と通信するための１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ）狭帯域領域と１つ
または複数のアップリンク（ＵＬ）狭帯域領域とを備える。ＢＳは、例えば、スケジュー
リングアルゴリズムを行うことによって、ＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域とを決定し得
る。例えば、および図１２を参照すると、ＢＳは、ＵＥ（例えば、図１中のＵＥ１２０ａ
）と通信するために、ＤＬシステム帯域幅からＤＬ狭帯域領域（図示せず）を決定し、１
０ＭＨｚまたは５０個のＲＢのＵＬシステム帯域幅からＵＬ狭帯域領域１２５２を決定し
得る。
【００９８】
　[00114]　動作１３００はブロック１３０４において続き、ここにおいて、ＢＳは、１
つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なく
とも１つ中でＵＥにとって利用不可能なリソースのセットを識別する。図１２を参照しな
がら上記の例を続けると、ＢＳは、ＵＬ狭帯域領域１２５２のＲＢ０および１が予約済み
部分１２７２中に含まれるので、ＲＢ０および１がＵＥにとって利用不可能であることを
識別する。
【００９９】
　[00115]　ブロック１３０６において、ＢＳは、リソースの識別されたセットの指示を
ＵＥに与える。上記の例を続けると、ＢＳは、狭帯域領域１２５２のＲＢ０および１がＵ
Ｅにとって利用不可能であることを示し、狭帯域領域１２５２を使用してＢＳにＰＵＳＣ
Ｈを送るようにＵＥをスケジュールするＰＤＣＣＨをＵＥに送る。
【０１００】
　[00116]　動作１３００はブロック１３０８において続き、ここにおいて、ＢＳは、狭
帯域領域を使用してＵＥと通信する。上記の例を続けると、ＢＳは、ＵＥから、狭帯域領
域１２５２のＲＢ２～５を占有するＰＵＳＣＨを受信する。
【０１０１】
　[00117]　図１４は、本開示の態様による、ＵＥ（例えば、図１中のＵＥ１２０ａ）に
よって行われ得るワイヤレス通信のための例示的な動作１４００を示す。動作１４００は
、例えば、図１２に示されている、送信リソースを予約する例示的な技法のうちの１つを
使用してセルによってサービスされているＭＴＣ　ＵＥによって行われ得る。動作１４０
０は動作１３００を補足し得る。
【０１０２】
　[00118]　動作１４００はブロック１４０２において開始し、ここにおいて、ＵＥは、
システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定し、複数の狭帯域領域は、基地局
（ＢＳ）と通信するための１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ）狭帯域領域と１つまた
は複数のアップリンク（ＵＬ）狭帯域領域とを備える。ＵＥは、例えば、ＢＳからの制御
チャネルを復号することによって、ＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域とを決定し得る。上
記の例を続けると、および図１２を参照すると、ＵＥは、ＢＳ（例えば、図１中のｅＮＢ
１１０ａ）と通信するために、ＤＬシステム帯域幅からＤＬ狭帯域領域（図示せず）を決
定し、１０ＭＨｚまたは５０個のＲＢのＵＬシステム帯域幅からＵＬ狭帯域領域１２５２
を決定し得る。
【０１０３】
　[00119]　動作１４００はブロック１４０４において続き、ここにおいて、ＵＥは、Ｂ
Ｓから、１つまたは複数のＤＬ狭帯域領域あるいは１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のう
ちの少なくとも１つ中でＵＥにとって利用不可能なリソースのセットの指示を受信する。
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図１２を参照しながら上記の例を続けると、ＵＥは、ＢＳから、ＵＬ狭帯域領域１２５２
のＲＢ０および１がＵＥにとって利用不可能であることを示し、狭帯域領域１２５２を使
用してＢＳにＰＵＳＣＨを送るようにＵＥをスケジュールするＰＤＣＣＨを受信する。
【０１０４】
　[00120]　ブロック１４０６において、ＵＥは、受信された指示に基づいてリソースの
セットを識別する。上記の例を続けると、ＵＥは、狭帯域領域１２５２のＲＢ０および１
がＵＥにとって利用不可能であることを識別する。
【０１０５】
　[00121]　動作１４００はブロック１４０８において続き、ここにおいて、ＵＥは、狭
帯域領域を使用してＢＳと通信する。上記の例を続けると、ＵＥは、狭帯域領域１２５２
のＲＢ２～５を占有するＰＵＳＣＨをＢＳに送信する。
【０１０６】
　[00122]　ＭＴＣ　ＵＥと非ＭＴＣ　ＵＥとをサービスするセルは、サウンディング基
準信号（ＳＲＳ）送信のためにいくつかの送信リソースを割り当て得る。しかしながら、
現在の（例えば、Ｒｅｌ－１２）ＳＲＳは、４つの連続するリソースブロックのグループ
上で送信され得るが、システム帯域幅中で編成された狭帯域領域はそれぞれ、６つの連続
するリソースブロックのグループであり得る。本開示の態様によれば、ＭＴＣ　ＵＥと非
ＭＴＣ　ＵＥとをサービスするセルは、符号分割多重化（ＣＤＭ）様式でＭＴＣ　ＵＥと
非ＭＴＣ　ＵＥとのためのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）リソースを多重化し得る。
一例として、ＳＲＳは、各ＳＲＳが狭帯域領域内にあるような様式で、システム帯域幅か
ら割り当てられたリソース上で送信され得る。
【０１０７】
　[00123]　本開示の態様によれば、システム帯域幅内の狭帯域領域ロケーション並びに
セル固有ＳＲＳ帯域幅およびロケーションを考慮しながら、狭帯域領域中のＭＴＣ　ＳＲ
Ｓロケーションが割り当てられ得る。ＭＴＣ　ＵＥにＳＲＳにロケーションを割り当てな
がら、システム帯域幅内の狭帯域領域ロケーション並びにセル固有ＳＲＳ帯域幅およびロ
ケーションを考慮することは、ＭＴＣ　ＵＥが、レガシーＵＥによって送信されるＳＲＳ
に対して直交である（例えば、ＳＲＳ中のコードによって微分可能である）ＳＲＳを送信
することを可能にし得る。狭帯域中のＳＲＳは、狭帯域領域の開始とではなく、セルＳＲ
Ｓ境界と整合し得る。例えば、８つの狭帯域領域をもつ５０ＲＢ幅システム帯域幅および
システム帯域幅の中心に位置する４０ＲＢ幅セル固有ＳＲＳ帯域幅では、ＭＴＣ　ＵＥに
よって送信されるべきＳＲＳが帯域幅中の４つのＲＢである場合、各ＮＢ中のＳＲＳロケ
ーションは、ＮＢ１およびＮＢ８中にＳＲＳなし、ＮＢ２、ＮＢ４、およびＮＢ６のＲＢ
２～５上のＳＲＳ、並びにＮＢ３、ＮＢ５、およびＮＢ７のＲＢ０～３上のＳＲＳであり
得る。
【０１０８】
　[00124]　図１５は、例えば、図７～図８および図１１～図１２を参照しながら上述さ
れたように、狭帯域領域に編成されているＵＬシステム帯域幅中のＭＴＣ　ＳＲＳのため
の送信リソースの割当てのための例示的な技法１５００を示す。例示的な技法では、セル
をサービスするＢＳは、セル中の５０ＲＢ幅ＵＬシステム帯域幅１５６０を８つの狭帯域
領域１５０２、１５０４、１５０６、１５０８、１５１０、１５１２、１５１４、１５１
６に編成している。ＢＳはまた、（例えば、ネットワーク規格またはシステムオペレータ
構成に基づいて）セルによってサービスされるＵＥが、システム帯域幅の中心に位置する
４０ＲＢ幅ＳＲＳ帯域幅１５７０中でＳＲＳを送信すべきであると決定している。ＢＳは
、それらの狭帯域領域のうちの１つを使用するために割り当てられたＭＴＣ　ＵＥによる
ＳＲＳの送信のために狭帯域領域１５０４、１５０８、および１５１２の各々のＲＢ２～
５（６ＲＢ狭帯域領域の下側の４つのＲＢ）を割り当てる。ＢＳはまた、それらの狭帯域
領域のうちの１つを使用するために割り当てられたＭＴＣ　ＵＥによるＳＲＳの送信のた
めに狭帯域領域１５０６、１５１０、および１５１４の各々のＲＢ０～３（６ＲＢ狭帯域
領域の上側の４つのＲＢ）を割り当てる。ＢＳは、狭帯域領域１５０２および１５１６中



(25) JP 6724028 B2 2020.7.15

10

20

30

40

50

のＳＲＳの送信のためにＲＢを割り当てない。
【０１０９】
　[00125]　本開示の態様によれば、ＢＳは、狭帯域領域を使用するＵＥが、４ＲＢ幅Ｓ
ＲＳの送信に割り当てられないＳＲＳ帯域幅（例えば、図１５中の４０ＲＢ幅ＳＲＳ帯域
幅）の部分１５２０、１５２２、１５２４、１５２６、１５２８、１５３０、１５３２、
１５３４中で２ＲＢ幅ＳＲＳをも送信すべきであることを示し得る。２ＲＢ幅ＳＲＳは、
狭帯域領域１５０２または１５１６並びに１５０４～１５１４を使用してＵＥによって送
信され得る。２ＲＢ幅ＳＲＳはレガシー４ＲＢ幅ＳＲＳに直交しないことがあるが、直交
性の欠如は、いくつかの状況では（例えば、非ＭＴＣ　ＵＥがＳＲＳを送信していないと
き）無関係であり得る。
【０１１０】
　[00126]　図１６は、本開示の態様による、ＢＳ（例えば、図１中のｅノードＢ１１０
ａ）によって行われ得るワイヤレス通信のための例示的な動作１６００を示す。動作１６
００は、ＭＴＣ　ＵＥをサポートするためにＢＳによって行われ得、図１５に示されてい
るＭＴＣ　ＳＲＳのために送信リソースを割り当てる例示的な技法のうちの１つを使用し
得る。
【０１１１】
　[00127]　動作１６００はブロック１６０２において開始し、ここにおいて、ＢＳは、
システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定し、複数の狭帯域領域は、ユーザ
機器（ＵＥ）と通信するための１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ）狭帯域領域と１つ
または複数のアップリンク（ＵＬ）狭帯域領域とを備える。ＢＳは、例えば、スケジュー
リングアルゴリズムを行うことによって、ＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域とを決定し得
る。例えば、および図１５を参照すると、ＢＳは、ＵＥ（例えば、図１中のＵＥ１２０ａ
）と通信するために、ＤＬシステム帯域幅からＤＬ狭帯域領域（図示せず）を決定し、１
０ＭＨｚまたは５０個のＲＢのＵＬシステム帯域幅１５６０からＵＬ狭帯域領域１５０４
を決定し得る。
【０１１２】
　[00128]　動作１６００はブロック１６０４において続き、ここにおいて、ＢＳは、１
つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ内で、ＵＥによるサウンディング
基準信号（ＳＲＳ）の送信のためのリソースを決定する。図１５を参照しながら上記の例
を続けると、ＢＳは、ＵＬ狭帯域領域１５０４のＲＢ２～５がＵＥによるＳＲＳの送信の
ためのものであると決定する。
【０１１３】
　[00129]　ブロック１６０６において、ＢＳは、１つまたは複数の狭帯域領域のうちの
少なくとも１つを使用してＵＥと通信し、ここにおいて、通信することは、決定されたリ
ソース上でＳＲＳを受信することを備える。上記の例を続けると、ＢＳは、ＵＥから、狭
帯域領域１５０４のＲＢ２～５中のＳＲＳを含む送信を狭帯域領域１５０４中で受信する
。
【０１１４】
　[00130]　図１７は、本開示の態様による、ＵＥ（例えば、図１中のＵＥ１２０ａ）に
よって行われ得るワイヤレス通信のための例示的な動作１７００を示す。動作１７００は
、例えば、図１５に示されている、ＭＴＣ　ＳＲＳのために送信リソースを割り当てる例
示的な技法のうちの１つを使用してセルによってサービスされているＭＴＣ　ＵＥによっ
て行われ得る。動作１７００は動作１６００を補足し得る。
【０１１５】
　[00131]　動作１７００はブロック１７０２において開始し、ここにおいて、ＵＥは、
システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定し、複数の狭帯域領域は、基地局
（ＢＳ）と通信するための１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ）狭帯域領域と１つまた
は複数のアップリンク（ＵＬ）狭帯域領域とを備える。ＵＥは、例えば、ＢＳからの制御
チャネルを復号することによって、ＤＬ狭帯域領域とＵＬ狭帯域領域とを決定し得る。上
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記の例を続けると、および図１５を参照すると、ＵＥは、ＢＳ（例えば、図１中のｅＮＢ
１１０ａ）と通信するために、ＤＬシステム帯域幅からＤＬ狭帯域領域（図示せず）を決
定し、１０ＭＨｚまたは５０個のＲＢのＵＬシステム帯域幅１５６０からＵＬ狭帯域領域
１５０４を決定し得る。
【０１１６】
　[00132]　動作１７００はブロック１７０４において続き、ここにおいて、ＵＥは、１
つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ内で、サウンディング基準信号（
ＳＲＳ）の送信のためのリソースを決定する。図１５を参照しながら上記の例を続けると
、ＵＥは、ＵＬ狭帯域領域１５０４のＲＢ２～５がＳＲＳの送信のためのものであると決
定する。
【０１１７】
　[00133]　ブロック１７０６において、ＵＥは、１つまたは複数の狭帯域領域のうちの
少なくとも１つを使用してＢＳと通信し、ここにおいて、通信することは、決定されたリ
ソース上でＳＲＳを送信することを備える。上記の例を続けると、ＵＥは、狭帯域領域１
５０４のＲＢ２～５中のＳＲＳを含む送信を送る。
【０１１８】
　[00134]　本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句
は、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ
、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、および
ａ－ｂ－ｃを包含するものとする。
【０１１９】
　[00135]　本明細書の開示に関して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、
直接ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュー
ルで実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアは、ソフトウ
ェア、ファームウェア、ミドルウェア、コード、マイクロコード、ハードウェア記述言語
、機械言語などの名称にかかわらず、命令、データ、コード、またはそれらの任意の組合
せを意味すると広く解釈されたい。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシ
ュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、ＰＣＭ
（相変化メモリ）、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、
または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記
憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、および／または記憶媒体に情報を
書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセ
ッサに一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣ
はユーザ端末中に存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中
に個別構成要素として存在し得る。概して、図に示されている動作がある場合、それらの
動作は、同様の番号をもつ対応するカウンターパートのミーンズプラスファンクション構
成要素を有し得る。
【０１２０】
　[00136]　例えば、決定するための手段は、図２に示されているＵＥ１２０の受信プロ
セッサ２５８、コントローラ／プロセッサ２８０、送信プロセッサ２６４、並びに／また
は他のプロセッサおよびモジュールなど、１つまたは複数のプロセッサを含み得る。受信
または通信するための手段は、図２に示されているＵＥ１２０の受信プロセッサ（例えば
、受信プロセッサ２５８）および／または（１つまたは複数の）アンテナ２５２を含み得
る。送信または通信するための手段は、図２に示されているｅＮＢ１１０の送信プロセッ
サ（例えば、送信プロセッサ２２０）および／または（１つまたは複数の）アンテナ２３
４を備え得る。示すための手段は、図２に示されているｅＮＢ１１０の送信プロセッサ２
２０、コントローラ／プロセッサ２４０、並びに／または他のプロセッサおよびモジュー
ルなど、１つまたは複数のプロセッサを含み得る。
【０１２１】
　[00137]　１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソ
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フトウェア、またはそれらの組合せで実施され得る。ソフトウェアで実施される場合、機
能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか
、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある
場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コ
ンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用
コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－
ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレ
ージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬
送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしく
は専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。ま
た、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト
、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピ
ー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を
含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）
は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲
内に含まれるべきである。
【０１２２】
　[00138]　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用
することができるように与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易
に明らかになり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱す
ることなく他の変形形態に適用され得る。従って、本開示は、本明細書で説明された例お
よび設計に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致
する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、
　アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとの間のマッピングを決定
することと、
　前記マッピング中に含まれる前記ＤＬ狭帯域領域または前記ＵＬ狭帯域領域のうちの少
なくとも１つを使用して基地局（ＢＳ）と通信することと
を備える、方法。
[Ｃ２]　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとが、前記ＤＬシス
テム帯域幅および前記ＵＬシステム帯域幅の最小値に少なくとも部分的に基づいて区分さ
れる、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記ＤＬシステム帯域幅が前記ＵＬシステム帯域幅とは異なる、Ｃ１に記載の方
法。
[Ｃ４]　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、Ｕ
Ｌ狭帯域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおいて
、前記第１の数が前記第２の数とは異なる、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、Ｕ
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Ｌ狭帯域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおいて
、前記第１の数が前記第２の数と同じである、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ６]　前記マッピングが、
　複数のＤＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＵＬ狭帯域領域のマッピング、また
は
　複数のＵＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＤＬ狭帯域領域のマッピング
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記マッピングが複数のＵＥに共通であり、
　前記方法が、ブロードキャストメッセージまたは前記ＵＥに専用のメッセージのうちの
１つ中で前記マッピングの指示を受信することをさらに備える、
Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記マッピングがＵＥ固有であり、
　前記方法が、前記ＵＥへのメッセージ中で前記マッピングの指示を受信することをさら
に備える、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記ＤＬ狭帯域領域のための第１の周波数ホッピングパターンを決定することと
、
　前記ＵＬ狭帯域領域のための第２の周波数ホッピングパターンを決定することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定することと、前記複数の狭帯域
領域が、基地局（ＢＳ）と通信するための１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ）狭帯域
領域と１つまたは複数のアップリンク（ＵＬ）狭帯域領域とを備える、
　前記１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ内で、サウンディング基
準信号（ＳＲＳ）の送信のためのリソースを決定することと、
　前記狭帯域領域を使用して前記ＢＳと通信することと、ここにおいて、前記通信するこ
とが、前記決定されたリソース上で前記ＳＲＳを送信することを備える、
を備える、方法。
[Ｃ１１]　ＵＬ狭帯域領域内の、前記ＵＥによるＳＲＳの送信のためのリソースのロケー
ションが、システム帯域幅内の前記ＵＬ狭帯域領域のロケーションに基づく、Ｃ１０に記
載の方法。
[Ｃ１２]　前記ＵＬ狭帯域領域内のリソースの前記ロケーションがセル固有ＳＲＳ帯域幅
にも基づく、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３]　ＳＲＳの送信のためのリソースの前記決定が、
　１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域の第１のセットについてＳＲＳの送信のためのリソー
スの第１のロケーションを決定することと、
　１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域の第２のセットについてＳＲＳの送信のためのリソー
スの第２のロケーションを決定することと
を備える、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１４]　ＳＲＳの送信のためのリソースの前記決定が、前記ＵＬ狭帯域領域のうちの１
つまたは複数中でＳＲＳの送信のためのリソースなしと決定することを備える、Ｃ１１に
記載の方法。
[Ｃ１５]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ダウンリンク（ＤＬ）システム帯域幅から区分されるＤＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、
　アップリンク（ＵＬ）システム帯域幅から区分されるＵＬ狭帯域領域のセットを決定す
ることと、
　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとの間のマッピングを決定
することと、
　前記マッピング中に含まれる前記ＤＬ狭帯域領域または前記ＵＬ狭帯域領域のうちの少
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なくとも１つを使用して少なくともユーザ機器（ＵＥ）と通信することと
を備える、方法。
[Ｃ１６]　ＤＬ狭帯域領域の前記セットとＵＬ狭帯域領域の前記セットとが、前記ＤＬシ
ステム帯域幅および前記ＵＬシステム帯域幅の最小値に少なくとも部分的に基づいて区分
される、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記ＤＬシステム帯域幅が前記ＵＬシステム帯域幅とは異なる、Ｃ１５に記載
の方法。
[Ｃ１８]　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、
ＵＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおい
て、前記第１の数が前記第２の数とは異なる、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ１９]　ＤＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第１の数のＤＬ狭帯域領域を備え、
ＵＬ狭帯域領域の前記決定されたセットが第２の数のＵＬ狭帯域領域を備え、ここにおい
て、前記第１の数が前記第２の数と同じである、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記マッピングが、
　複数のＤＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＵＬ狭帯域領域のマッピング、また
は
　複数のＵＬ狭帯域領域への少なくとも１つの単一のＤＬ狭帯域領域のマッピング
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ２１]　前記マッピングが複数のＵＥに共通であり、
　前記方法が、ブロードキャストメッセージまたは各ＵＥに専用のメッセージのうちの１
つ中で前記マッピングの指示を与えることをさらに備える、
Ｃ２０に記載の方法。
[Ｃ２２]　前記マッピングがＵＥ固有であり、
　前記方法が、前記ＵＥへのメッセージ中で前記マッピングの指示を与えることをさらに
備える、
Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ２３]　前記ＤＬ狭帯域領域のための第１の周波数ホッピングパターンを決定すること
と、
　前記ＵＬ狭帯域領域のための第２の周波数ホッピングパターンを決定することと
をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ２４]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　システム帯域幅から区分される複数の狭帯域領域を決定することと、前記複数の狭帯域
領域が、ユーザ機器（ＵＥ）と通信するための１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ）狭
帯域領域と１つまたは複数のアップリンク（ＵＬ）狭帯域領域とを備える、
　前記１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のうちの少なくとも１つ内で、前記ＵＥによるサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）の送信のためのリソースを決定することと、
　前記狭帯域領域を使用して前記ＵＥと通信することと、ここにおいて、前記通信するこ
とが、前記決定されたリソース上でＳＲＳを受信することを備える、
を備える、方法。
[Ｃ２５]　ＵＬ狭帯域領域内の、前記ＵＥによるＳＲＳの送信のためのリソースのロケー
ションが、システム帯域幅内の前記１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域のロケーションに基
づく、Ｃ２４に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域内のリソースの前記ロケーションがセル
固有ＳＲＳ帯域幅にも基づく、Ｃ２５に記載の方法。
[Ｃ２７]　ＳＲＳの送信のためのリソースの前記決定が、
　１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域の第１のセットについてＳＲＳの送信のためのリソー
スの第１のロケーションを決定することと、
　１つまたは複数のＵＬ狭帯域領域の第２のセットについてＳＲＳの送信のためのリソー
スの第２のロケーションを決定することと
を備える、Ｃ２５に記載の方法。
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[Ｃ２８]　ＳＲＳの送信のためのリソースの前記決定が、前記ＵＬ狭帯域領域のうちの１
つまたは複数中でＳＲＳの送信のためのリソースなしと決定することを備える、Ｃ２５に
記載の方法。
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